
家庭用燃料電池の普及促進

取組活動の内容
事業目的・概要
 ZEH は温暖化防⽌効果の他に、災害時のレジリエンス性の⾼さからも注⽬
されています。積⽔ハウスは2004 年に蓄電池を初めて住宅に標準採⽤し、
災害時の⾃⽴⽣活を⽬指した「省エネ・防災住宅」を発売、2011年には太
陽電池・燃料電池・蓄電池の3 電池を⽇本で初めて連携制御した「グリー
ンファースト ハイブリッド」を発売するなど、早くから住まいのレジリエンス性強化
に取り組み、「グリーンファースト ゼロ」もこれを深化させながら推進しています。
また、当社はこれまでの地震や台⾵による災害発⽣時、全国のグループネッ
トワークや独⾃の災害対応システムを最⼤限に活⽤し、オーナー様に⽇常⽣
活を１⽇でも早く取り戻して頂くための様々な⽀援を⾏ってきました。住まい
そのものの強靭化に加え、積⽔ハウスグループの災害時サポート体制でレジリ
エンス性を⾼めた防災ゼロエネルギーハウス「グリーンファースト ゼロ＋R（レジ
リエンス）」という考え⽅で、気候変動に伴う激甚災害への備えと地球温暖
化防⽌に貢献する住まいづくりを推進し、ESG 経営のリーディングカンパニー
を⽬指して参ります。

地震や台⾵をはじめとするさまざまな⾃然災害に対して、まず建物⾃体が災
害に耐えられる頑丈さを備え、かつ被災後にも⽣活空間、⽔・⾷糧・エネル
ギーを確保でき⽣活し続けられる防災ゼロエネルギーハウスが必要だと考えて
います。エネルギー確保に関してはZEH の構成設備が役⽴ちます。晴れた
⽇中は最も⼤きな電⼒を供給できる「太陽電池」、ガスと⽔道の供給があれ
ば⾬天時や夜間でも発電できる「燃料電池」、さらに、太陽電池や燃料電
池で発電した余剰電⼒を蓄えておくことのできる「蓄電池」の３電池連携シ
ステムならば、停電が複数⽇にわたって続いても普段に近い暮らしが可能に
なります。

災害が起きた際には建物⾃体のレジリエンス性によってまずはオーナー様の安
全を確保します。速やかに暮らしを復旧させるための体制を整え、オーナー様
が１⽇でも早く⽇常⽣活を取り戻して頂けるよう⽀援を⾏います。
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